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16.  Abstract 

 
プロジェクタータイプのロービームでは、光がレンズを通過する際の光の分散により垂直方向のカッ

トオフ付近で色収差の影響を受ける。色収差は特に High-intensity discharge(HID)ランプで問題となる。
なぜなら、この色の変化が HID に対する不快グレアの苦情の原因となるためである。 

 本調査の目的は、HID とタングステン-ハロゲンそれぞれのプロジェクタータイプのロービームで、
色収差の程度と大きさを評価する事である。特に我々は 8 種類の HID プロジェクターランプと 4 種類の
タングステン-ハロゲンプロジェクターランプのカットオフ付近での比色測定を行なった。更に実験の対
照基準として、プロジェクタータイプではない 9 種類の HID ランプと 5 種類のタングステンハロゲンラ
ンプをも評価した。 

 38%の HID プロジェクターランプ、及び 50%のタングステン-ハロゲンプロジェクターランプでは
大きな色の変化が見られ、プロジェクタータイプでない HID ランプとタングステン-ハロゲンランプで
は（予想通り）色の変化は全くなかった。色度データを知覚的に均一な色空間に変換した場合、カット
オフ付近の収差による色の変化はタングステン-ハロゲンと HID 光源で一般的に言われている色の差を
大いに上回る数値を示した。これは、最近言われる公道の運転でのヘッドランプの色とグレアに関する
問題が、HID ランプそのものではなく、タングステン-ハロゲン又は HID ランプの色収差に起因してい
るのかもしれない、ということを示唆している。不快グレアを（特に HID において）最小限にするに
は、対向車線のドライバー方向に向けられる高光度の領域で、色収差を避ける事が重要である。 
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